
≪エントリー内容に合わせたサポートプログラム≫


　1. 事業プランをお持ちの若手研究者


　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒プロの投資家，起業家達とのブラッシュアップ


　2. 技術シーズを実用化したい若手研究者


　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒研究開発費の調達をサポート


　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒共同開発企業とのマッチング


　3. 海外への情報発信機会の提供 

≪助成内容≫


・最優秀賞： 
100万円の研究助成およびサポートプログラム


・優秀賞　：50万円の研究助成およびサポートプログラム


①　研究開発のための助成金の申請をサポートします


研究成果の諸段階における研究開発費の資金調達をサポートします。 
技術のフィージビリティスタディ，試作品の作成等を行い，シーズの価値を高めること
が可能となります。


大阪大学に籍を置く研究者


2008年9月16日（火）～2008年10月14日（火）

最優秀賞(1枠)：100万円，優秀賞(1枠)：50万円　(変更有) 
賞金としてではなく校費を使用し調査・研究を行う（校費の性格上，2008年度内に
執行のこと）。


申請書を郵送，E-mailによりＶＢＬに提出（申請書はVBL事務室より配布，ホーム
ページからのダウンロードも可）。


各審査委員による書類審査を経た後，10月下旬以降にヒアリングを実施。

選考結果は11月初旬に本人に通知するほか，ホームページに掲載する。

実施期間終了後，報告書の提出と公開の場での発表を行うこと。


伊東一良 VBL部門研究プロジェクト委員会委員長（工学研究科教授）

福井希一 VBLバイオ・メディカルプロジェクトチームリーダー (工学研究科教授) 
兼松泰男　VBL部門教授 
藤澤幸夫 産学連携推進本部・知的財産部


【応募資格】


【募集期間】


【助成金】


【助成金の使途】


【応募方法】


【審査と発表】  　

【成果報告】


【審査委員】 


（予定）　


■ お問い合わせ

大阪大学　先端科学イノベーションセンター　ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー部門

担当：寺川（てらかわ)　〒565-0871　吹田市山田丘2-1　tel :  06-6879-7755 （内）7755

E-mail : vbl-info@vbl.osaka-u.ac.jp 
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②　実用化に向けた様々な助成金の申請をサポートします


○ NEDO(新エネルギー・産業技術総合開発機構) 
　・産学連携による実用化開発を支援する「大学発事業創出実用化研究開発事業」

　・研究開発型ベンチャーを支援する「産業技術実用化開発助成事業」

○ JST(科学技術振興機構)  
　・大学発ベンチャー創出推進事業 

など様々な助成金の申請をサポートします。
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シーズ



